
地域ケア推進会議　報告書

1.開催日時 (月)

2.会場

3.主催センター ・ ・

4.参加人数

6 人 1 人

10 人） 13 人

人 人 人

人 人 1 人

（ ）

6.開催テーマ

8.会議の内容

9.課題に対する対応策・
今後の地域での展開

小山市民センター　ホール

提出日 2023年3月9日

【医療・介護連携に関する場合のみ】

作成
高齢者支援センター 堺第2

作成者 柳原　順子

2023年2月27日 18:30 ～ 20:30

5.参加者内訳

人　　　（うち、医師

おひとりさまでも安心して最期を迎えられる地域にするには

（１）課題設定の背景

医療と介護の連携支援センター 確認日 2023年3月9日

（２）検討した地域課題7.地域課題

身寄りがない方が直面する課題としては、「身元保証」「生活支援」「金銭管理」「医
療同意」「死後事務」が主なものとされている。前回会議では「死後事務」について、
実際の事例を振り返りながら検討し、専門職として何ができるか意見を出し合った。
今回は出された具体策について、どのタイミングであれば、有効に活用できたのか
を学び合う場としたい。

支援を行うに際し早めの段階で支援者が対象者に説明ができるよう、「おひとりさま
の場合、今後利用検討をしたほうがよい制度・サービス」についての資料作成
（チャート図など用いた、わかりやすいもの）を検討する。
また、地域住民に対する啓発活動の重要さも会議内の意見としてあがっているの
で、本テーマに関する住民向け地域ケア会議もしくは家族介護者教室などの開催
も検討する。

2022年4月に身寄りの全くない方が救急搬送され、他市の病院でお亡くなりになる
案件が発生した。未払金や家の片づけ等を巡って、サービス事業所、大家、地域住
民から様々な相談が支援センターに寄せられ、身寄りがない方の死後事務が委任
されていなかったことで、地域の支援者に大きな負担が強いられることがセンター
にて再認識された。

社会福祉協議会、司法書士

堺2

前回会議（12月開催）の振り返りをしつつ、支援センターより開催趣旨を再度説明。
成年後見制度の概要について参加者へ講義（講師：三嶋司法書士事務所、三嶋隆
義氏）の後グループワークを行った。
グループワークでは、前回会議で扱った事例を「年表化」し、どの時期にどのような
提案をしていればよかったか検討した。
どのグループからも早い段階で本人の意向や緊急連絡先の確認、後見制度等の
情報提供を行っていればよかったのではないかとの意見が上がった。
制度の情報提供にあたっては、わかりやすいパンフレットがあれば説明しやすくて
よいとの意見も挙げられている。
講師から、事例を通じてのアドバイスを頂き参加者での共有を行っている。

33人
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